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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年11月28日(2013.11.28)

【公表番号】特表2010-515797(P2010-515797A)
【公表日】平成22年5月13日(2010.5.13)
【年通号数】公開・登録公報2010-019
【出願番号】特願2009-545166(P2009-545166)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/65     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/10    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  18/65    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｄ 175/04    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 175/06    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 175/08    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/02    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年10月2日(2013.10.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　プレポリマー（プレポリマーＡ）を７０℃に冷却し、次に３２．０ｇ（３１６．８９０
ｍｍｏｌ）のトリエチルアミンをこれに加え（ＣＯＯ－当量に対するトリエチルアミン当
量＝９０％）；１０分後、６５℃にて、６００ｇの中和されたプレポリマーを、１０．９
ｇの界面活性剤１を含む１８℃にて冷却した１０００．３ｇの水中に、激しく撹拌しなが
ら１０分で分散させた。ヒドラジン水和物の２４．３６％水溶液１０６．０ｇを、１５分
で滴加した。延長段階の間、３６℃の最高温度に達した。３０分間撹拌した後に、２２４
０ｃｍ－１におけるＩＲスペクトル中の－ＮＣＯピークは、消失した。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
例ＩＩ～ＩＶ
プレポリマーＡ（例Ｉに記載したように合成した）からのアルカリ金属水酸化物を用いた
揮発性アミンを含まない水性ポリウレタン分散体の調製。
例ＩＩ
　１１．６７ｇの界面活性剤１および１５．２ｇの水酸化カリウム（ＣＯＯ－当量に対す
る水酸化物当量＝９０％）を含み、１８℃に冷却した１０８８．８ｇの脱塩水中に、６５
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℃に冷却した６００ｇのプレポリマーＡを、激しく撹拌しながら１４分で分散させる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
例ＩＩＩ
　１１．６ｇの界面活性剤１および１０．８ｇの水酸化ナトリウム（ＣＯＯ－当量に対す
る水酸化物当量＝９０％）を含み、１８℃に冷却した１０８０．７ｇの脱塩水中に、６５
℃に冷却した６００ｇのプレポリマーＡを、激しく撹拌しながら１４分で分散させる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
例ＩＶ
　１１．５ｇの界面活性剤１および１１．４ｇの水酸化リチウム（ＣＯＯ－当量に対する
水酸化物当量＝９０％）を含み、１８℃に冷却した１０６７．５ｇの脱塩水中に、６５℃
に冷却した６００ｇのプレポリマーＡを、激しく撹拌しながら１４分で分散させる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５２】
　プレポリマー（プレポリマーＢ）を、６５℃に冷却した。
　９．６ｇの界面活性剤１および１０．８ｇの水酸化リチウム（ＣＯＯ－当量に対する水
酸化物当量＝９０％）を含み、１８℃に冷却した８９３．２ｇの脱塩水中に、６５℃に冷
却した５００ｇのプレポリマーＢを、激しく撹拌しながら１４分で分散させる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
　得られたプレポリマー（プレポリマーＣ）を７０℃に冷却し、２８．９ｇ（２８６．０
７０ｍｍｏｌ）のトリエチルアミンを、撹拌しながらこの中に加える（ＣＯＯ－当量に対
するトリエチルアミン当量＝９０％）；温度を６５℃にて１０分間保持した後に、６５０
ｇのプレポリマーＣを、１８℃に冷却した８２０．５ｇの脱塩水中に、激しく撹拌しなが
ら１０分で分散させる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
例ＶＩＩＩ
　９．３ｇの水酸化ナトリウム（ＣＯＯ－当量に対する水酸化物当量＝９０％）を含み、
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１８℃に冷却した８７８．０ｇの脱塩水中に、６７℃に冷却した６５０ｇのプレポリマー
Ｃを、激しく撹拌しながら１０分で分散させる。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
例ＩＸ
　９．８ｇの水酸化リチウム（ＣＯＯ－当量に対する水酸化物当量＝９０％）を含み、１
８℃に冷却した８６８．３ｇの脱塩水中に、６７℃に冷却した６５０ｇのプレポリマーＣ
を、激しく撹拌しながら１０分で分散させる。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６６】
例ＸＩ～ＸＩＩＩ
プレポリマーＤ（例Ｘに記載したように合成した）からのアルカリ金属水酸化物を用いた
水性アニオン性ポリウレタン分散体の調製。
例ＸＩ
　１０．８４ｇの水酸化カリウム（ＣＯＯ－当量に対する水酸化物当量＝９５％）を含み
、１８℃に冷却した１０５７．１ｇの脱塩水中に、６５℃に冷却した６５０ｇのプレポリ
マーＤを、激しく撹拌しながら１０分で分散させる。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
例ＸＩＩ
　７．７３ｇの水酸化ナトリウム（ＣＯＯ－当量に対する水酸化物当量＝９５％）を含み
、１８℃に冷却した１０５１．９ｇの脱塩水中に、６５℃に冷却した６５０ｇのプレポリ
マーＤを、激しく撹拌しながら１０分で分散させる。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７０】
例ＸＩＩＩ
　８．１２ｇの水酸化リチウム（ＣＯＯ－当量に対する水酸化物当量＝９５％）を含み、
１８℃に冷却した１０４３．３ｇの脱塩水中に、６５℃に冷却した６５０ｇのプレポリマ
ーＤを、激しく撹拌しながら１０分で分散させる。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００７３】
　プレポリマーを８０℃に冷却し、１３．８ｇ（１２４．４６４ｍｅｑ）のポリイソシア
ネート２を、撹拌しながら加える。尚存在する遊離の－ＮＣＯ基の決定により、約５．５
１重量％の計算値が得られた。
　７０℃に冷却した４００ｇの得られた中和されたプレポリマー（プレポリマーＥ）を、
５．８８ｇの水酸化リチウム（ＣＯＯ－当量に対する水酸化物当量＝９３％）を含む５９
４．０ｇの１８℃に冷却した脱塩水中に、１０分で分散させた。
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